
参加料 37 37 36 1

差引一般財源 △37 1,365 △36 1,401

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 2年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 9. 中央公民館活動事業

5. 社会教育費

3. 公民館費 中央公民館

（佐倉市）　　

第３章
心豊かな人づくり、まちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 1,062 基本施策３
生涯学習の推進 平成29年度 -

平成30年度 -

施策２
公民館・図書館などで社会教育を推進します 平成31年度 -

令和 2年度 -

諸収入 その他

37 0 37 △37

37 1,402 37 0 1,365

・家庭教育、青少年教育、成人教育に関する事業を開催  多様化･高度化する市民の学習ニーズに対し、幅広い年   地域住民が公民館において「集い」「学び」「むすぶ

します。 齢各層に学習機会の提供を行い、歴史のまち佐倉の生活・文化の向上と 」活動をし生涯学習を継続することで、地域で活動する人材が育成され

・団体育成及び人材育成に関する事業を開催します。 市民の連帯意識を高めるため、社会教育活動の中心施設として、生涯学 ます。

・広報活動を行います。 習の推進を図ります。

・公民館運営審議会に関する庶務を行います。

  事業実施時期等が主要事業である市民カレッジ   子どもゼミナール現地見学に伴う高速道路使用   事業を見直しました。

事業の予定に左右される傾向があります。 料を参加者負担として計上しました。

01 551 551 0

07 516 631 △115

08 74 108 △34

10 174 182 △8

11 7 12 △5

13 38 24 14

18 42 42 0

21 05 04 01 50 25 事業・講座等


